
iPad	Mini	Wi-Fiのヘッドホンジャックケーブルの交換
このガイドを参照して、ヘッドホンジャックケーブルを交換しましょう。

作成者:	Andrew	Optimus	Goldheart



はじめに

このガイドを参照して、ヘッドホンジャックケーブルを交換しましょう。

ツール:

iOpener	(1)
スパッジャー	(1)
ピンセット	(1)
プラススクリュードライバー(#00)	(1)
iFixit開口ツール	(1)

部品:

iPad	mini	Headphone	Jack	(1)
iPad	mini	&	mini	2	Adhesive	Strips	(1)

手順	1	—	iOpenerの使用方法

電子レンジに付着している汚れがiOpenerに付いてしまうことがあるので、使用前に電子レ
ンジの底をきれいに拭き取ってください。

iOpenerを電子レンジ中央に置きます。
回転型の電子レンジ：iOpenerが電子レンジのターンテーブルで回転しているか確認してく
ださい。iOpenerが作動中に留まってしまうと、熱しすぎや焦げてしまいます。

https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/phillips-00-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-tool
https://www.ifixit.com/products/ipad-mini-headphone-jack
https://www.ifixit.com/products/ipad-mini-and-mini-2-adhesive-strips


手順	2

iOpenerを30秒温めます。

修理作業中はiOpenerが冷めてし
まいますので、使用毎に電子レン
ジに30秒入れて温めてからご利
用ください。

作業中、iOpenerを温めすぎない
ようにご注意ください。過熱する
と、iOpenerが破裂することがあ
ります。100˚Cを超えるまで加熱
しないでください。

膨らんでいる状態のiOpenerは絶
対に触らないでください。

適切に温められたiOpenerは約10
分間、温かい状態を保ちます。

手順	3

電子レンジからiOpenerを取り出
します。iOpenerの中央は熱く
なっているため、両端の平面に
なっている部分を持ってくださ
い。

iOpenerは大変熱くなっているこ
とがあります。必要であれば、
オーブン用のミトンカバーをご利
用ください。



手順	4	—	iOpenerを使った他の温熱方法

電子レンジがない場合は、熱湯の中にiOpener	をいれて温める方法もあります。

鍋を十分な量のお湯で満たして、iOpener	を完全に沈めます。

お湯を沸かして熱くなったら火を止めます。

iOpenerを熱湯の中に約2−3分間沈めます。iOpener全体が完全に浸かっているか確認してく
ださい。

トングなどを浸かって、温まったiOpenerをお湯から取り出します。

タオルでiOpener全体を拭き取ります。
iOpenerが非常に熱い場合は、先端のタブを持って火傷をしないようにご注意ください。

iOpenerの準備は整いました。iOpenerを再度温める必要がある場合は、お湯を沸騰させて、
火を止めてからiOpenerを2-3分間浸してください。



手順	5	—	フロントパネル

ディスプレイガラスにひびが入った場合は、ダメージが広がらないように、また作業中怪我
などしないように、ガラスにテープを貼ります。

クリアタイプのテープをiPadのディスプレイ上に何重にも合わせて貼ります。ディスプレイ
表面全体が覆われるようにしてください。

これはひびが入ってしまったガラスの構造を保ち、こじ開けて引き上げた作業の際にガラス
が飛び散るのを防ぎます。

できるだけこのガイドに表記されている手順に従って作業を進めてください。しかしなが
ら、一度ガラスが壊れてしまったら、作業が進むに連れて程度が酷くなる場合があります。
この場合、ガラスを取り出すにはメタル製のこじ開けるツールが必要となります。

目を保護するために保護メガネをかけて作業をしてください。また液晶ディスプレイスク
リーンにダメージが入らないよう注意してください。



手順	6

iPadの横、ホームボタンアセン
ブリの左側に温めたiOpenerを配
置します。

ガラスの下に留められた接着剤を
柔らかくするために、iOpenerを
約5分間そのままにして置きま
す。

手順	7

温めた側の真ん中に吸盤ップを取り付けます。

カップがしっかりと密封された状態でスクリーン上で完全に平らな状態で装着されているか
確認してください。

iPadを片手で持ちながら、吸盤カップを背面ケースから正面パネルガラスを引き離すように
引っ張り上げます。

開口ピックが差し込める隙間ができるまで吸盤カップを引き上げてください。それ以上引っ
張ると、ガラスにひびが入ってしまうリスクがあります。



手順	8

吸盤カップをガラスに付けたまま固定しながら、ガラスとiPad本体の間に生じた隙間に開封
ピックを差し込みます。

ディスプレイ側の黒色の淵以上深く開口ピックを差し込まないでください。ピックを奥まで
入れてしまうと液晶ディスプレイにダメージを与えてしまう可能性があります。

吸盤カップのプラスチックノブを押し上げて吸盤力を弱め、吸盤カップをディスプレイアセ
ンブリから取り外します。

手順	9

iOpenerを再度温めて同じ場所に
配置します。

修理作業中、iOpenerを温めす
ぎないようにご注意ください。
iOpenerを温める際は、前回か
ら少なくとも10分間あけてくだ
さい。

そのまま２−３分間置いたままに
してから、再度iPadの左側に
iOpenerを配置します。



手順	10

2番目の開口ピックを最初のピックの隣に差し込み、iPadの端に沿ってピックを使いながら接
着剤を剥がし、下方にスライドさせます。

以下の手順全てに渡って、ガラスの下でピックをスライドさせる際にかなりの抵抗力を感じ
たら、作業を止めて、該当箇所を再度温めてください。力ずくでピックをスライドさせると
ガラスにひびが入ってしまいます。

手順	11

開口ピックをディスプレイの横に差し込み、接着剤を剥がしながら下向きに動かします。

開口ピックが接着剤に詰まってしまったら、iPadの端に沿って接着剤を剥がし、ピックを”ひ
ねって”動かします。



手順	12

iPadの上部端に向かって最初に差し込んだピックをスライドさせます。

開口ピックの先端がフロントガラス越しに見えても驚かないでください。ピックを少し外側
に引いてください。大体の場合は問題ありませんが、液晶ディスプレイ側の正面側に接着剤
がついてしまうと取り除くのに時間がかかるためご注意ください。

手順	13

iOpenerを再度温めて、iPadの上
部端、正面カメラ上に配置しま
す。

作業中、iOpenerを温めすぎな
いようにご注意ください。少な
くとも再度温めるまでに10分
間、間隔をあけてください。

曲がるタイプのiOpenerをお持ち
の場合は、上部左端の角と上部端
を同時に温めることができます。



手順	14

iPadの上部左端まで開口ピックをスライドして接着剤を剥がします。

手順	15

開口ピックをiPadの上部端に沿ってスライドさせ、カメラまで到達したら止めます。

3番目の画像はiPadの内部のどこに正面カメラがあるか示したものです。
正面カメラの上に開口ピックをスライドさせないでください。レンズの上に接着剤が付いて
しまうとカメラを傷つけてしまいます。次の手順では正面カメラを傷つけないように作業を
続ける詳細があります。



手順	16

開口ピックを少し引いて、丁寧に正面カメラの上部に沿って先端部分をスライドします。

手順	17

iPadの開口ピックを正面カメラを少し通過した地点で挟んだまま留めます。

２番目のピックを取り出してカメラの左側に差し込みます。そこから接着剤を完全に剥がし
ながら左側の角に向かってスライドします。

接着剤が冷めて再装着するのを防ぐため、左側の角に差し込んだまま置きます。



手順	18

前回カメラ付近で置いたままの開口ピックをiPadの奥深くへ差し込み、カメラから右側端に
向かってスライドします。

手順	19

3番目のピックをiPadの角に差し
込んだままの状態にして正面パネ
ルの接着剤が再装着しないように
します。

iOpenerを再度温めて、iPadの縦
長サイドーボリュームとロックボ
タン側に載せます。



手順	20

上部右側にピックを差し込み、上部端のガラス周辺を接着剤から完全に剥がすまで十分にス
ライドさせます。

このピックをそのままの位置に置いたまま、接着剤が再装着するのを防ぎます。それからま
た新しいピックを取って次の手順に進みましょう。

手順	21

新しい開口ピックを差し込み、iPadの右側端から中央までスライドします。ピックを進めな
がら接着剤を剥がします。



手順	22

それからiPadの右側端の下まで接着剤を剥がしながらスライドさせます。

手順	23

iOpenerを再度温めて、開口ピッ
クを画像にある位置に載せます。

iOpenerを温めすぎないように
ご注意ください。前回温めてか
ら少なくとも10分間隔をあけて
ください。

再度温めたiOpenerをiPadのホー
ムボタン側端の上に載せます。ガ
ラスの下に付けられた接着剤が柔
らかくなるまで2~3分間そのまま
にします。



手順	24

左側の下にピックを差し込み、スライドさせながら左側下の角の接着剤を完全に剥ぎ取りま
す。

角にピックを残します。これ以上iPadから動かしたり、こじ開けたりしないでください。

下部ベゼルの底には接触を避けたいパーツが幾つかあります。3番目の画像で何があるのか見
てみましょう。

アンテナ

ホームボタンの穴

デジタイザーケーブル

次の手順ではこれらのコンポーネントにダメージを与えないで作業をする方法が書かれてい
ます。熱で温めて、記された箇所のみこじ開けてください。



手順	25

前回の手順のピックをそのままの位置にのこします。接着剤が再装着するのを防ぐためで
す。

新しいピックを取り出して、左側のアンテナの上を丁寧にスライスしながら移動させ、ホー
ムボタンの手前で止めます。

外側の端からiPadの中心に向かってピックをスライドさせてください。中心から外側に向
かって移動させないでください。この方向に動かすとアンテナにダメージを与えてしまう可
能性があります。

再度ピックで下部端をスライドさせたい場合は同じく外側から中央部分に向かってスライド
させます。

次の手順に移る前にピックをホームボタン手前で止めます。



手順	26

前の手順で使用したピックの隣に新しいピックの先端のみを差し込んで、ホームボタンの下
をスライドさせます。

ホームボタンの右側から1インチほどスライドさせたら、デジタイザーケーブルを切断しない
よう、その位置で止めます。

ピックを少し深くまで差し込み、ホームボタンまで丁寧にスライドしながら戻します。

iPadの外側から中心に向かってピックをスライドしてください。反対側にスライドするとガ
ラスの下にあるアンテナを傷つけてしまう恐れがあります。

手順	27

iOpenerを再度温めて、iPadの上
部ベゼルに載せます。



手順	28

この手順では特に注意が必要です。接着剤が温められて柔らかくなっているか確認しましょ
う。開口ピックで全体の接着剤を剥がしていきます。必要に応じて作業を止めてiOpenerを
温めて作業を継続します。

ホームボタンの真上にあたるiPad上部では、両側コーナーにピックが挟まれた状態になって
います。このピックをガラスを少しずつひねりながら押し上げていき、それぞれ4方の角の接
着剤を完全に剥がします。

接着剤の抵抗がまだ強い場合は、ひねるのをやめて、ピックをそのままの位置に残し、
iOpenerを再度温めて問題のある箇所にあててください。



手順	29

iPad下部の両端から接着剤をゆっくりと丁寧に剥がして持ち上げます。

手順	30

全ての接着剤がはがれたら、フロントガラスを本のページをめくるように開きます。

再組み立て中にフロントパネルアセンブリを再利用する場合は、ディスプレイの接着剤を交
換する必要があります。	ディスプレイ接着剤の装着ガイドを参照して、デバイスを密封しま
す。

https://jp.ifixit.com/Guide/iPad+Display+Assembly+4+Pc.+Adhesive+Application/129125


手順	31

正面カメラのケーシングはフロントパネルに装着されています。カメラのケーシングを剥が
して、カメラを保護するためにこれを元の位置に戻します。

カメラのケーシングを接着剤から剥がすため、カメラのケーシングの端を揺らしてフロント
パネルから取り出します。

背面ケースの中に正面カメラのケーシングを戻します。

手順	32	—	液晶ディスプレイアセンブリ

液晶ディスプレイを背面ケースに留めている上部と下部右側のネジを覆っているフォーム製
テープがあります。

ピンセットを使って、上部右側の液晶ディスプレイに留められたネジを覆っている長方形
フォーム製テープを取り外します。

下部右側の液晶ディスプレイに留められた長方形のテープを外します。



手順	33

液晶ディスプレイ上部左側のネジは正面パネルからの接着テープによって覆われていること
があります。

テープが確認できたら、スパッジャーの平面側先端を使ってテープを取り除き、下にある液
晶ディスプレイのネジを現します。

手順	34

背面ケースに留められた液晶ディ
スプレイから3.9	mm	#000プラス
ネジを4本外します。



手順	35

ピンセットの先端を使って、液晶ディスプレイフレームと右側のスピーカーを接続させてい
るテープの小さなパーツを剥いで外します。

手順	36

液晶ディスプレイのフレームに留められたフォーム製の長細く薄いテープは液晶ディスプレ
イとその下に埋められたパネルを接続させているテープの上に貼られています。手順を進め
るには、このテープの下に隠れているパーツを確認するため、フォーム製のテープの一部分
を剥ぎ取る必要があります。

ピンセットの先端を使って、液晶ディスプレイ周辺のフォーム型テープの上部をつまみま
す。

ピンセットで液晶ディスプレイに接触しないようにご注意ください。ディスプレイ全体にダ
メージを与えてしまう可能性があります。

ピンセットを使って、液晶ディスプレイ上部に出ているフォーム製テープを取り出します。



手順	37

液晶ディスプレイのフレームと液晶ディスプレイ上部に留められたテープの隙間にスパッ
ジャーの先端を差し込みます。

液晶ディスプレイのフレームとテープの間のスペースにスパッジャーを差し込んでスライド
をさせ、テープを液晶ディスプレイフレームから剥がしていきます。



手順	38

液晶ディスプレイは左右両側の端と上部に沿ったメタル製の液晶ディスプレイシールドプ
レートに接着剤で留められています。この接着剤を安全に取り外すには、左右の端に開封
ピック（ギターピック）を差し込んで数ミリ単位で少しずつ押し上げる作業を数回繰り返す
ことです。

ピックを液晶ディスプレイと背面ケースの間の隙間、液晶ディスプレイの左側上部に差し込
みます。

液晶ディスプレイと背面ケースの間の隙間が十分広がるように、ピックをiPadの裏側に向
かって引き上げるように曲げていきます。

手順	39

液晶ディスプレイの左側下にピックを3箇所差し込み、各場所でピックを折り曲がるように固
定し、背面ケースの右側端に向かって液晶ディスプレイをスライドします。



手順	40

液晶ディスプレイの右側サイドに作業を移します。液晶ディスプレイの裏側から左側サイド
に沿ってギターピックでこじ開けます。

この作業と前回の作業を数回繰り返します。液晶ディスプレイが左右に簡単に動くように
なったら作業を止めます。

手順	41

次の手順ではスパッジャーを液晶ディスプレイとメタル製バッキングプレートの間に差し込
みます。スライドさせながら、液晶ディスプレイとその下に留められた接着剤を完全に剥が
します。

スパッジャーの平面側の先端を液晶ディスプレイフレームとメタル製固定プレートの間に差
し込みます。

スパッジャーが液晶ディスプレイフレームと固定プレートの間に挟まれているか確認してく
ださい。プレートの下に差し込まないでください。プレート上をこじ開けるとダメージを与
えてしまいます。なぜなら、液晶ディスプレイ下の背面ケースに対してネジが留められてい
るからです。



手順	42

デバイスの上部右からスパッジャーを液晶ディスプレイフレームとメタル製バッキングプ
レートの間に差し込み、スライドさせながら接着剤を剥がします。

このゴールは接着剤を剥がすためで、液晶ディスプレイをこじ開けるためではありません。
液晶ディスプレイを傷つけないように、スパッジャーの先端をできるだけ低く持ってくださ
い。

スパッジャーを液晶ディスプレイの角に差し込んでしまうと曲がってしまいます。前回の作
業と同様に、まず開封（ギター）ピックを差し込んで接着剤を緩めていきます。

手順	43

液晶ディスプレイの上部に沿って前回の手順を繰り返します。

液晶ディスプレイフレームとメタル製固定プレートの間にスパッジャーの平面側先端を差し
込み、丁寧に接着剤を剥がしながら、デバイスの上部に差し込み、反対側まで押し込みま
す。



手順	44

液晶ディスプレイの左側も同じように作業を繰り返します。液晶ディスプレイとシールドプ
レートの間にスパッジャーの平面側先端を挟み、できるだけ奥まで押し込みます。

この時点で、液晶ディスプレイは付けられた接着剤から緩めていなければなりません。そう
でない場合は、液晶ディスプレイを完全に取り出すために、右側横か上部にスパッジャーを
再度差し込みます。

手順	45

液晶ディスプレイを背面ケースか
ら数インチ押し上げます。ディス
プレイから接着剤が剥がれている
ことを確認します。



手順	46

2本の幅広のテープが、液晶ディスプレイとスピーカーを接続しています。

液晶ディスプレイを片手で持ちながら、スパッジャーの平面側先端をこのテープと左側ス
ピーカーの間の隙間に差し込みます。

スピーカーからテープを剥がすため、スパッジャーを外側に回転させながら、丁寧に液晶
ディスプレイをスピーカーから引き離します。



手順	47

スパッジャーの平面側先端を右側スピーカーと液晶ディスプレイのテープの間に差し込みま
す。

液晶ディスプレイをスピーカーから引き離しながら、スパッジャーを外側に回して、テープ
とスピーカーの隙間を広くします。

手順	48

液晶ディスプレイをひっくり返して、フロントパネルのガラスの上に載せます。

液晶ディスプレイをiPadから完全に外さないでください。まだデーターケーブルが接続され
ています。



手順	49	—	液晶ディスプレイのシールドプレート

iPadの背面ケースに留められた
液晶ディスプレイシールドプレー
トより次のネジを外します。

2.6	mm	#00プラスネジー2本

1.7	mm	#00プラスネジー13本

1.7	mm	#00プラスネジー1本
（デバイスの種類によって有無
があります）

手順	50

iPadの下側端から液晶ディスプレイのシールドプレートのセンター下にスパッジャーの先端
を差し込みます。

スパッジャーを背面ケース側のプレートを外すように差し込んだ後押し上げます。



手順	51

iPadから液晶ディスプレイシー
ルドプレートを取り出します。

手順	52	—	バッテリーコネクターの交換

ロジックボードにコネクターシー
ルドを留めている	1.3	mm	#00プ
ラスネジを3本外します。

これらの3本のネジを他のネジと
混在しないようにご注意くださ
い。特にiPadの背面ケースに液
晶ディスプレイシールドプレート
を留めているネジは重要です。こ
れらのネジは若干長く、ネジがネ
ジ穴を貫通してしまい、ロジック
ボードに致命的なダメージを与え
てしまうことになります。



手順	53

ピンセットの先端を使って、
iPadからコネクターシールドを
掴んで外します。

手順	54

プラスチック製開封用ツールを使って、ロジックボードのソケットからバッテリーコネク
ターを丁寧に引き上げます。

バッテリーコネクターのみに接触するよう作業は慎重に行ってください。ソケット自体には
触らないでください。ロジックボードのソケットを引き上げてしまうと、コネクター全体に
ダメージを与えてしまいます。



手順	55	—	液晶ディスプレイ

プラスチック製の開口ツールを使って、ロジックボードのソケットから液晶ディスプレイコ
ネクターを外します。

コネクター隣の大型	ICに接触しないでください。壊れてしまう可能性があります。画像に示
しているように、丁寧にコネクターの横から外します。



手順	56

液晶ディスプレイは、背面ケースの内部から液晶ディスプレイフレームの正面側下部に接続
する2本の太い接着テープにより、iPadとまだ繋がっています。

液晶ディスプレイを片手で押さえながら、スパッジャーの平面側先端を液晶ディスプレイと
iPadの右側のテープの間に差し込みます。

スパッジャーを外側に向けてスライドします。液晶ディスプレイからテープを剥がすため、
少し持ち上げながら動かしてください。

残り部分の隙間を広げて、液晶ディスプレイからテープを剥がすため、スパッジャーをひね
りながら動かすと効果的です。

手順	57

液晶ディスプレイを片手で押さえたまま、iPadの左側にスパッジャーを動かし、2番目のテー
プを剥がすために前回と同じ手順を繰り返してください。

液晶ディスプレイフレームとテープの間にスパッジャーの平面側先端を差し込み、液晶ディ
スプレイをゆっくりと持ち上げながら外側に向かってスライドします。



手順	58

iPad	Miniから液晶ディスプレイを持ち上げて取り出します。

手順	59	—	フロントパネルアセンブリ

デジタイザーのコネクタのみ引き上げるように十分注意しながら作業を進めてください。ソ
ケットには接触しないでください。ソケットとコネクターはとても壊れやすいので、どちら
かにダメージを与えてしまうとデジタイザーが機能しなくなります。

ソケットに加わるストレスを最小化するには、画像にあるように、コネクタの短辺側下をこ
じ開けてください。

ロジックボード上のソケットからデジタイザーコネクタを慎重にこじ開けます。



手順	60

背面ケースからデジタイザーケーブルボードを丁寧に引き上げます。

手順	61

iPadから正面パネルを持ち上げて、取り出します。



手順	62	—	フロントカメラケーブル

ピンセットの先端を使って、正面カメラケーブルコネクターを覆っている小サイズのテープ
を剥がして外します。



手順	63

正面カメラケーブルコネクターはケーブル側周辺に巻かれたテープで留められており、二つ
の小さなメタル製プレートに固定されています。

プラスチック製開封ツールを使って、メタルプレートの下部を正面カメラのケーブルコネク
ターから丁寧に上向きに押し出します。

プレートや留められたテープを破らないようにご注意ください。押し上げて正面カメラの
ケーブルコネクターから折り曲げます。



手順	64

２番目のメタル製プレートを正面カメラのケーブルコネクターから丁寧に押し上げます。

繰り返し、プレートを正面カメラケーブルコネクターから丁寧に押し上げて外します。

手順	65

プラスチックの開封ツールを使って正面カメラケーブルのコネクターをロジックボード上の
ソケットから外します。



手順	66

丁寧に正面カメラケーブルを上向きに折り曲げます（約90度の角度で）。するとケーブルの
底が確認できます。

手順	67	—	ヘッドホンジャックケーブル

ピンセットを使って、ヘッドホンジャックケーブルコネクタを覆っている小サイズのテープ
を剥がします。



手順	68

ヘッドフォンジャックケーブルコネクタは、ケーブルの側面を包み、2つの小さなメタルプ
レートにテープで固定されています。

プラスチックの開口ツールを使って、メタルプレートの下側をヘッドフォンジャックケーブ
ルコネクタから慎重に持ち上げます。

プレートまたはそれに取り付けられているテープを切断しないように注意しながら、持ち上
げて、ヘッドフォンジャックケーブルコネクタから外します。



手順	69

慎重に2番目のメタルプレートを、正面向きカメラのケーブルコネクタからこじ開けて外しま
す。

さらに、慎重にプレートを持ち上げて、フロント向きカメラのケーブルコネクタから外しま
す。

手順	70

プラスチック製開口ツールを使って、ロジックボード上のソケットからヘッドホンジャック
ケーブルのコネクタを持ち上げます。



手順	71

ピンセットを使って、ヘッドホンジャックケーブルの上部を覆っている長細い黒のテープを
剥がします。

手順	72

スパッジャーの先端を使って、左上側アンテナリボンケーブルのZIFコネクタ上のタブを慎重
に持ち上げます。



手順	73

マイクケーブルの下にメタル製スパッジャーの鋭利な先端を慎重に進め、ヘッドホンジャッ
クケーブルに留められた接着剤を剥がします。

手順	74

ピンセットを使って、ZIFソケットからマイクケーブルをまっすぐ引き抜きます。



手順	75

マイクロフォンケーブルを慎重に折り曲げて、ヘッドホンジャックケーブルの邪魔にならな
い位置に寄せます。

手順	76

ヘッドホンジャックをリアケース
に固定している4.4mmプラスネ
ジを1本外します。



手順	77

スパッジャーの平面側先端をヘッドホンジャックケーブルの下にスライドして差し込み、リ
アケースにケーブルを固定している接着剤を剥がします。

手順	78

続けて、ヘッドホンジャック付近のケーブルの下に注意深くスライドします。



デバイスを再度組み立てるには、この説明書の逆の順番で組み立ててください。

手順	79

リアケース奥からヘッドホンジャックをまっすぐ引き抜きます。


